
 我々はこれまで、ウシ前歯エナメル質を脱灰しリン酸酸性フッ化ナトリウム（APF）あるいはカルシウム化合物を塗布したときの歯の微

細構造の変化を観察してきた。すなわち、臨床により近い環境を想定し、脱灰したエナメル質に、APF あるいはカルシウム化合物を反応さ

せて、脱灰された実質欠損部の回復を報告してきた。そこで今回は、ヒト歯において同様の実験を実施することで APF あるいはカルシウム

化合物がヒト歯に有用であるか否か形態学的に検討する。 
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